
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 『まほうのふで』 

西
にし

本
もと

 鶏
けい

介
すけ

／文
ぶん

 太
おお

田
た

 大
だい

八
はち

／絵
え

 

„チャルド本
ほん

社
し ゃ

‟ 

かいた絵
え

が本
ほん

物
もの

になる魔
ま

法
ほう

の筆
ふで

を手
て

に入
い

れたマー

リャン。まずしい人
ひと

を助
たす

けるために絵
え

をかいていたら、

よくばりな金
かね

持
も

ちに金
きん

貨
か

をかけとおどされて…。マー

リャンのちえとぼうけんが楽
たの

しい中
ちゅう

国
ごく

のお話
はなし

。 

 『みにくいむすめ』 

レフ・マーテゖン／作
さく

 

デヴゖッド・シャノン／絵
え

 

常盤
と き わ

 新
しん

平
ぺい

／訳
やく

„岩
いわ

崎
さき

書
し ょ

店
てん

‟ 

北
ほ く

米
べい

ンデゖゕンに伝
つた

わる、心
こころ

優
やさ

しい娘
むすめ

が最
さい

後
ご

に幸
しあわ

せになるシンデレラ物
もの

語
がたり

。

美
うつく

しく雄
ゆう

大
だい

な自
し

然
ぜん

を感
かん

じられます。 

 
『たまごからうま(ベンガルの民

みん

話
わ

)』 

酒
さか

井
い

 公
きみ

子
こ

／再
さい

話
わ

 織
お り

茂
も

 恭
きょう

子
こ

／絵
え

 

„偕
かい

成
せい

社
し ゃ

‟ 

ンドのベンガル地
ち

方
ほう

に伝
つた

わるお話
はなし

。市
いち

場
ば

へ馬
うま

を買
か

い

に行
い

った男
おとこ

が手
て

に入
い

れたのは、なんと「馬
うま

のたま

ご」！？ つぎつぎに出
で

てくる動
どう

物
ぶつ

たちとのやりとりに笑
わら

ってしまいます。おおらかで大
だい

胆
たん

な物
もの

語
がたり

です。 

 
『おんどりとえんどうまめ(ロシゕの昔

むかし

話
ばなし

より)』 

宮
みや

川
かわ

 やすえ／文
ぶん

 岩
いわ

本
もと

 康
こ う

之
の

亮
すけ

／絵
え

 

„ひさかたチャルド‟ 

のどにえんどうまめをつまらせたおんどりを助
たす

け

なきゃ！ とってもハラハラする楽
たの

しいお話
はなし

。 

 
『なんでも見える鏡

かがみ

(ジプシーの昔
むかし

話
ばなし

)』 

フゖツォフスキ／再
さい

話
わ

 内
うち

田
だ

 莉
り

莎
さ

子
こ

／訳
やく

 スズキ コージ／画
が

„福
ふく

音
いん

館
かん

書
し ょ

店
てん

‟ 

気
き

のいいジプシーの若
わか

者
もの

が、旅
たび

の途
と

中
ちゅう

で助
たす

けたさかな・ワシ・ゕリの力
ちから

をかりて、み

ごと王
おう

女
じ ょ

さまのハートを射
い

とめるお話
はなし

。スズキコージさんの力
ちから

強
づよ

く個
こ

性
せい

的
てき

な絵
え

がおもしろい！ 

 『ほーら、これでいい！ (リベリゕ民
みん

話
わ

)』 

ウォン=デゖ・ペ／再
さい

話
わ

 マーガレット・H.リッパート／再
さい

話
わ

 

ジュリー・パシュキス／絵
え

 さくま ゆみこ／訳
やく

„ゕートン‟ 

「むかしむかし、あたまはひとりぽっちでした」ではじまる、西
にし

ゕフリカに伝
つた

わるふしぎなお話
はなし

。あたまは、うで

やあしと出
で

会
あ

って、だんだん人
ひと

のかたちになっていきます。カラフルな絵
え

も楽
たの

しくて、ほーら、これでいい！ 

 『ふしぎなしろねずみ(韓
かん

国
こ く

のむかしばなし)』 

チャン チョルムン／文
ぶん

 ユン ミス／絵
え

 

かみや にじ／訳
やく

„岩
いわ

波
なみ

書
し ょ

店
てん

‟ 

おじいさんの鼻
はな

の穴
あな

から出
で

てきた白
しろ

いねずみ。追
お

い

かけてみると、とてもふしぎなできごとが…。 

 『てぶくろ(ウクラナ民
みん

話
わ

)』 

エウゲーニー・M・ラチョフ／え 

うちだ りさこ／やく 

„福
ふく

音
いん

館
かん

書
し ょ

店
てん

‟ 

雪
ゆき

ふる森
も り

の中
なか

、おじいさんが落
お

としていった片
かた

方
ほう

の

てぶくろ。見
み

つけたねずみがよろこんで中
なか

に入
はい

りこむ

と、ほかの動
どう

物
ぶつ

たちもつぎつぎと入
はい

ってきて…。 

わたしも入
はい

りたい！ってなっちゃうかも。 

 『ゕリババと 40人
にん

のとうぞく 

(「ゕラビゕンナト」より)』 

小
お

沢
ざわ

 正
ただし

／文
ぶん

 赤
あか

坂
さか

 三
み

好
よし

／絵
え

 

„小
しょう

学
がく

館
かん

‟ 

とうぞくの宝
たから

をぬすんだけれど、見
み

つかってしま

ったゕリババ。どうなるの！？  「ひらけ、ごま！」

の呪
じ ゅ

文
もん

をとなえていっしょにぼうけんしよう！ 
 

『とらよりこわいほしがき 

(かんこく・ちょうせんのみんわ)』 

小
お

沢
ざわ

 清
きよ

子
こ

／文
ぶん

 太
おお

田
た

 大
だい

八
はち

／絵
え

 

„太
たい

平
へい

出
しゅっ

版
ぱん

社
し ゃ

‟ 

おそろしい干
ほ

し柿
がき

から逃
に

げようと、人
ひと

食
く

いどらが必
ひっ

死
し

に走
はし

る！ スピード感
かん

あふれるゆかいなお話
はなし

。 

 

それぞれがふしぎな力
ちから

を持っている五
ご

人
にん

きょうだい。あるとき事
じ

件
けん

にまきこまれて、１ばんめの兄
にい

さんが

死
し

刑
けい

を言
い

いわたされてしまいます。そこでそっくりなきょうだいたちは…。スカっと痛
つう

快
かい

な中
ちゅう

国
ごく

のお話
はなし

。 

『シナの五
ご

にんきょうだい』 

クレール・H・ビショップ／ぶん クルト・ヴゖーゼ／え かわもと さぶろう／やく

„瑞
ずい

雲
うん

舎
し ゃ

‟ 

 

『スーホの白
し ろ

い馬
うま

(モンゴル民
みん

話
わ

)』 

大
おお

塚
つか

 勇
ゆう

三
ぞう

／再
さい

話
わ

 

赤
あか

羽
ば

 末
すえ

吉
きち

／画
が

 

„福
ふく

音
いん

館
かん

書
し ょ

店
てん

‟ 

歌
うた

が上
じょう

手
ず

な少
しょう

年
ねん

スーホ。白
しろ

い赤
あか

ちゃ

ん馬
うま

をひろったスーホは、大
たい

切
せつ

に育
そだ

て

て競
けい

馬
ば

大
たい

会
かい

に出
しゅつ

場
じょう

しますが…。スーホ

と白
しろ

馬
うま

の悲
かな

しいけれど強
つよ

いきずな。長
なが

く

読
よ

まれ続
つづ

けている、モンゴルの楽
がっ

器
き

“馬
ば

頭
と う

琴
きん

”にまつわるお話
はなし

です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋
はし

を渡
わた

ろうとするものを食
た

べてしまう化
ば

け物
もの

トロル。三
さん

びき

のヤギたちが橋
はし

を渡
わた

るために考
かんが

えた作
さく

戦
せん

とは？ ５０年
ねん

以
い

上
じょう

も愛
あい

され続
つづ

けている絵
え

本
ほん

です。迫
は く

力
りょく

ある絵
え

にみんなで

ドキドキしてください。 

『三
さん

びきのやぎのがらがらどん 

(ノルウェーの昔
むかし

話
ばなし

)』 

マーシャ・ブラウン／え せた ていじ／やく 

„福
ふく

音
いん

館
かん

書
し ょ

店
てん

‟ 

 
『おおぐいひょうたん(西

にし

ゕフリカの昔
むかし

話
ばなし

)』 

吉
よし

沢
ざわ

 葉
よう

子
こ

／再
さい

話
わ

 斎
さい

藤
と う

 隆
たか

夫
お

／絵
え

 

„福
ふく

音
いん

館
かん

書
し ょ

店
てん

‟ 

草
くさ

むらで見
み

つけた小
ちい

さなまあるいひょうたん、「ひょん ころ 

ひょん」とついてきてかわいらしいこと。それがお話
はなし

のまん中
なか

あたりからたいへんなことに！ きれいなグリーンが印
いん

象
しょう

的
てき

。

音
おと

のひびきも楽
たの

しい１冊
さつ

です。 

 
『おおきなかぶ(ロシゕの昔話

むかしばなし

)』 

A.トルスト／再
さい

話
わ

 内
うち

田
だ

 莉
り

莎
さ

子
こ

／訳
やく

 

佐
さ

藤
と う

 忠
ちゅう

良
りょう

／画
が

„福
ふく

音
いん

館
かん

書
し ょ

店
てん

‟ 

「うんとこしょ どっこいしょ」のかけ声
ごえ

でおなじみのロングセラ

ー絵
え

本
ほん

。おじいさん、おばあさん、まご、いぬ、ねこ、ねずみで大
おお

きな大
おお

きなカブをひっぱります。読
よ

んでいるこっちまで応
おう

援
えん

したくなります。 

 
『十
じゅう

二
に

の月
つき

たち(スラブ民
みん

話
わ

)』 

ボジェナ・ニェムツォヴゔー／再
さい

話
わ

 

出
で

久
く

根
ね

 育
い く

／文
ぶん

・絵
え

 

„偕
かい

成
せい

社
し ゃ

‟ 

いじわるなまま母
はは

と姉
あね

から、雪
ゆき

山
やま

に行
い

ってスミレを

つんでこいと言
い

われるマルシュカ。寒
さむ

さにふるえる

マルシュカに力
ちから

をかしてくれたのは、十
じゅう

二
に

か月
げつ

の

精
せい

たちでした。『森
も り

は生
い

きている』のタトルでも知
し

られているお話
はなし

です。 

 『金
きん

のガチョウ』 

グリム／原
げん

作
さく

 

バーナデット・ワッツ／文
ぶん

・絵
え

 

福
ふく

本
もと

 友
ゆ

美
み

子
こ

／訳
やく

„BL出
しゅっ

版
ぱん

‟ 

家
か

族
ぞく

のみんなからばかにされているけ

れど、とてもやさしい末
すえ

っ子
こ

むすこ。小
こ

人
びと

のおじいさんからお礼
れい

にもらった金
きん

のガ

チョウをつれて歩
ある

くと、どんどんさわぎが

大
おお

きくなって…。 楽
たの

しいグリム童
どう

話
わ

。 

 
『パンのかけらとちいさなあくま(リトゕニゕ民

みん

話
わ

)』 

内
うち

田
だ

 莉
り

莎
さ

子
こ

／再
さい

話
わ

 堀
ほ り

内
うち

 誠
せい

一
いち

／画
が

„福
ふく

音
いん

館
かん

書
し ょ

店
てん

‟ 

いたずらのつもりで貧
びん

乏
ぼう

なきこりからパンのかけらを盗
ぬす

んだ小
ちい

さなあくま。ところが

それを知
し

った大
おお

きなあくまたちはかんかんに怒
おこ

って、「きこりのためになにか役
やく

に立
た

 

つことをするまで帰
かえ

ってくるな」と言
い

いわたします。きこりにゆるしてもらおうと、小
ちい

さなあくまが大
だい

か

つやく！ 読
よ

みごたえたっぷりの痛
つう

快
かい

な物
もの

語
がたり

です。 

 『しんぞうとひげ(ゕフリカの民
みん

話
わ

)』 

しまおか ゆみこ／再
さい

話
わ

 モハメッド・チャリンダ／絵
え

„ポプラ社
し ゃ

‟ 

とにかくのっけからびっくりの、予
よ

想
そう

もつかない奇
き

想
そう

天
てん

外
がい

ぶり。だって、しんぞう

に足
あし

がはえて歩
ある

いているんですよ！ ゕフリカの人
ひと

びとの自
じ

由
ゆう

すぎる想
そう

像
ぞう

力
りょく

にノックゕウトされる衝
しょう

撃
げき

の１冊
さつ

。 

 

お姫
ひめ

さまと結
けっ

婚
こん

するために、空
そら

飛
と

ぶ船
ふね

をつくってお城
しろ

へ行
い

ったワン。みすぼ

らしい身
み

なりをしたワンは王
おう

さまに追
お

い返
かえ

されそうになりますが、旅
たび

の途
と

中
ちゅう

で仲
なか

間
ま

になったおじいさんたちがふし

ぎな力
ちから

で助
たす

けてくれます。 

『そらをとぶふね(ロシゕ民
みん

話
わ

)』 

西
さい

郷
ごう

 竹
たけ

彦
ひこ

／再
さい

話
わ

 滝
たき

平
だいら

 二
じ

郎
ろう

／絵
え

 

„岩
いわ

崎
さき

書
し ょ

店
てん

‟  
『きたかぜとたいよう(ソップ童

どう

話
わ

)』 

ソップ／作
さく

 バーナデット／絵
え

 

もき かずこ／訳
やく

„西
にし

村
むら

書
し ょ

店
てん

‟ 

自
じ

分
ぶん

の方
ほう

が強
つよ

いと言
い

ってゆずらない

北
きた

風
かぜ

と太
たい

陽
よう

。とおりかかった男
おとこ

が着
き

ているマントをひきはがせた方
ほう

が強
つよ

いということで勝
しょう

負
ぶ

をしますが…？ 

 『ソップのラオンとねずみ』 

ソップ／原
げん

作
さく

 

バーナデット・ワッツ／再
さい

話
わ

・絵
え

 

ささき たづこ／訳
やく

„講
こ う

談
だん

社
し ゃ

‟ 

強
つよ

くて大
おお

きなラオンと、弱
よわ

くてちっぽ

けなねずみ。ねずみに「わたしのたす

けがいるときには、いつでもよんでくだ

さい」と言
い

われたラオンは、そんなこ

とができるものかと笑
わら

いとばします

が、思
おも

いがけないことがおこります。 

 

ニュージーランドのマオリ族
ぞく

のお話
はなし

。

太
たい

陽
よう

があっという間
ま

に沈
しず

んでしまっ

て長
なが

い長
なが

い夜
よる

ばかりが続
つづ

くので、人
ひと

びとは困
こま

りはてていました。そこで神
かみ

さまの子
こ

マウは、太
たい

陽
よう

をつかまえて

ゆっくり動
うご

かそうとかんがえます。 

『マウたいようをつかまえる』 

ピーター・ゴセージ／作
さく

 

浜
はま

島
しま

 代
よ

志
し

子
こ

／訳
やく

 

„MOE出
しゅっ

版
ぱん

‟ 

 
『1つぶのおこめ さんすうのむかしばなし』 

デミ／作
さく

 さくま ゆみこ／訳
やく

 

„光
みつ

村
むら

教
きょう

育
い く

図
と

書
し ょ

‟ 

いじわるでけちな王
おう

さまから、みんなのお米
こめ

をとりもどそう！ 

今日
き ょ う

は１つぶお米
こめ

をもらって、明日
あ し た

は２つぶ、明後日
あ さ っ て

は４つ

ぶ…３０日
にち

もらい続
つづ

けると、おどろきの数
かず

に！ かしこい女
おんな

の

子
こ

が村
むら

をすくった、ンドの算
さん

数
すう

の昔
むかし

話
ばなし

。 

 
『きつねのホテゖ』 

シビル・ウェッタシンハ／さく 

まつおか きょうこ／やく 

„福
ふく

音
いん

館
かん

書
し ょ

店
てん

‟ 

おなかをすかせたきつねのホテゖ。人
にん

間
げん

のふりを

しておかみさんたちからごちそうをもらったけれ

ど、実
じつ

はおかみさんたちはすべてお見
み

通
とお

し。それな

のに調
ちょう

子
し

に乗
の

ったものだから、今
こん

度
ど

はみごとに仕
し

返
かえ

しされてしまって…。ゆかいなスリランカのお話
はなし

。 


